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(57)【要約】
【課題】ポンプ筐体の腐食を抑制する犠牲陽極の消耗状
態を容易に確認することが可能な水中ポンプを提供する
。
【解決手段】この水中ポンプ１００は、金属製のポンプ
筐体１１を含む水中ポンプ本体１と、水面上に配置され
、水中ポンプ本体１に電力を供給する制御盤４と、一端
が制御盤４に電気的に接続されるケーブル３と、ケーブ
ル３に電気的に接続されることにより、ポンプ筐体１１
に電気的に接続されるとともに、ポンプ筐体１１よりも
卑な金属材料により形成され、流電陽極方式により腐食
する犠牲陽極５と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属製のポンプ筐体を含む水中ポンプ本体と、
　水面上に配置され、前記水中ポンプ本体に電力を供給する電力供給部と、
　一端が前記電力供給部に電気的に接続されるケーブルと、
　前記ケーブルに電気的に接続されることにより、前記ポンプ筐体に電気的に接続される
とともに、前記ポンプ筐体よりも卑な金属材料により形成され、流電陽極方式により腐食
する犠牲陽極と、を備える、水中ポンプ。
【請求項２】
　前記ケーブルは、前記電力供給部を介して前記ポンプ筐体とともに接地されている、請
求項１に記載の水中ポンプ。
【請求項３】
　前記電力供給部は、接地のための第１接地接続部を有し、前記水中ポンプ本体の駆動制
御を行う制御盤を含み、
　前記ケーブルの一端は、前記第１接地接続部に電気的に接続されている、請求項２に記
載の水中ポンプ。
【請求項４】
　前記ケーブルの一端は、水面上に配置される前記水中ポンプ本体の電源プラグが差し込
まれる電源プラグ差込部に設けられる第２接地接続部に電気的に接続されている、請求項
２に記載の水中ポンプ。
【請求項５】
　前記水中ポンプ本体から離間した状態で、前記犠牲陽極を前記水中ポンプ本体の設置面
に配置する設置部材をさらに備える、請求項１～４のいずれか１項に記載の水中ポンプ。
【請求項６】
　前記水中ポンプ本体は、複数設けられ、
　単一の前記犠牲陽極に対して、複数の前記水中ポンプ本体の前記ポンプ筐体が電気的に
接続されている、請求項１～５のいずれか１項に記載の水中ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水中ポンプに関し、特に、犠牲陽極を用いた流電陽極方式により防食が行わ
れる水中ポンプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、犠牲陽極を用いた流電陽極方式により防食が行われる水中ポンプが知られている
（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、金属製のポンプ筐体を含む水中ポンプ本体と、ポンプ筐体に直接
取り付けられている流電陽極とを備える水中ポンプが開示されている。流電陽極は、ポン
プ筐体と電気的に接続されており、ポンプ筐体よりも先に腐食することによってポンプ筐
体の腐食を抑制する機能を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭５６－１５７３９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１の水中ポンプでは、流電陽極がポンプ筐体に直接取り付
けられているため、流電陽極の消耗状態（残存状態）を確認するためには、流電陽極とと
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もに水中ポンプ本体を水面上に引き上げて分解し、必要であれば流電陽極を交換しなけれ
ばならないという問題点がある。すなわち、流電陽極の消耗状態を確認する作業と、消耗
した流電陽極を交換する作業が煩雑であるという問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、ポンプ筐体の腐食を抑制する犠牲陽極の消耗状態を容易に確認することが可能
な水中ポンプを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、この発明の一の局面における水中ポンプは、金属製のポン
プ筐体を含む水中ポンプ本体と、水面上に配置され、水中ポンプ本体に電力を供給する電
力供給部と、一端が電力供給部に電気的に接続されるケーブルと、ケーブルに電気的に接
続されることにより、ポンプ筐体に電気的に接続されるとともに、ポンプ筐体よりも卑な
金属材料により形成され、流電陽極方式により腐食する犠牲陽極と、を備える。
【０００８】
　この発明の一の局面による水中ポンプでは、上記のように構成することによって、ケー
ブルにより犠牲陽極とポンプ筐体との電気的な接続を確保しながら、犠牲陽極がポンプ筐
体に直接取り付けられていない状態で、犠牲陽極とポンプ筐体とを別々に水中に配置する
ことができる。したがって、犠牲陽極の消耗状態を確認するためにポンプ筐体を水面上に
引き上げることなく犠牲陽極のケーブルのみを引き上げればよいので、ポンプ筐体の腐食
を抑制する犠牲陽極の消耗状態を容易に確認することができる。また、水中ポンプ本体を
水面上に引き上げることなく容易に流電陽極を交換することもできる。
【０００９】
　また、犠牲陽極をポンプ筐体に直接取り付ける必要がないので、犠牲陽極をポンプ筐体
に直接取り付けた場合のように水中ポンプ本体と犠牲陽極との重量バランスを考慮する必
要がなく、比較的大きな犠牲陽極を水中に配置することができる。すなわち、比較的長い
期間に渡り使用可能な犠牲陽極を水中に配置することができる。また、犠牲陽極をポンプ
筐体に直接取り付ける必要がないので、取付金具などの取付部材が不要になるとともに、
水中ポンプの使用時において、振動などによる取付部材の緩み（脱落）を防止することが
できる。また、犠牲陽極をポンプ筐体に直接取り付ける必要がないので、水中ポンプ本体
の形状を考慮することなく、犠牲陽極とポンプ筐体との電気的な接続を容易に確保するこ
とができる。また、ケーブルに犠牲陽極を接続することにより、犠牲陽極がポンプ筐体に
直接取り付けられていない状態で、犠牲陽極を水中ポンプ本体が設置される設置面近傍の
低い位置に配置することができる。このため、水位が低い場合でも犠牲陽極をより確実に
水に接触させることができるので、水位が低い場合でもポンプ筐体の腐食を確実に抑制す
ることができる。
【００１０】
　上記一の局面による水中ポンプにおいて、好ましくは、ケーブルは、電力供給部を介し
てポンプ筐体とともに接地されている。このように構成すれば、犠牲陽極がポンプ筐体に
直接取り付けられていない状態で、犠牲陽極とポンプ筐体との電気的な接続を確保するた
めに、水中ポンプが備える既存の接地のための構成を用いることができる。このため、装
置構成を複雑化させることなく、犠牲陽極とポンプ筐体との電気的な接続を確保すること
ができる。
【００１１】
　この場合、好ましくは、電力供給部は、接地のための第１接地接続部を有し、水中ポン
プ本体の駆動制御を行う制御盤を含み、ケーブルの一端は、第１接地接続部に電気的に接
続されている。このように構成すれば、水中ポンプが備える構成である制御盤を介して、
犠牲陽極とポンプ筐体との電気的な接続を確保することができる。すなわち、特別な専用
の構成を別途設けることなく、犠牲陽極とポンプ筐体との電気的な接続を確保することが
できる。
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【００１２】
　上記ケーブルが電力供給部を介してポンプ筐体とともに接地されている構成において、
好ましくは、ケーブルの一端は、水面上に配置される水中ポンプ本体の電源プラグが差し
込まれる電源プラグ差込部に設けられる第２接地接続部に電気的に接続されている。この
ように構成すれば、一般的に多用されている電源プラグ差込部を用いて、犠牲陽極とポン
プ筐体との電気的な接続を確保することができる。したがって、種々の場所において、犠
牲陽極とポンプ筐体との電気的な接続を確保することができる。
【００１３】
　上記一の局面による水中ポンプにおいて、好ましくは、水中ポンプ本体から離間した状
態で、犠牲陽極を水中ポンプ本体の設置面に配置する設置部材をさらに備える。このよう
に構成すれば、設置部材により、犠牲陽極が水中で移動して水中ポンプ本体に接触（近接
）するのを抑制することができるので、犠牲陽極が水中ポンプ本体に接触（近接）して、
水中ポンプ本体の水の吸込みを阻害するのを抑制したり、水流等により脱落したりケーブ
ルが断線することを抑制することができる。
【００１４】
　上記一の局面による水中ポンプにおいて、好ましくは、水中ポンプ本体は、複数設けら
れ、単一の犠牲陽極に対して、複数の水中ポンプ本体のポンプ筐体が電気的に接続されて
いる。このように構成すれば、複数の水中ポンプ本体に対して、犠牲陽極を共用化できる
ので、複数の水中ポンプ本体のそれぞれに犠牲陽極を設ける場合と比較して、装置構成を
簡素化することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、上記のように、ポンプ筐体の腐食を抑制する犠牲陽極の消耗状態を容
易に確認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態による水中ポンプの使用状態を示した模式的な図である。
【図２】本発明の第２実施形態による水中ポンプの使用状態を示した模式的な図である。
【図３】本発明の第１実施形態の第１変形例による水中ポンプの使用状態を示した模式的
な図である。
【図４】本発明の第１実施形態の第２変形例による水中ポンプの使用状態を示した模式的
な図である。
【図５】本発明の第１実施形態の第３変形例による水中ポンプの使用状態を示した模式的
な図である。
【図６】本発明の第１実施形態の第４変形例による水中ポンプの使用状態を示した模式的
な図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
［第１実施形態］
（水中ポンプの構成）
　図１を参照して、本発明の第１実施形態について説明する。第１実施形態による水中ポ
ンプ１００は、図１に示すように、排水領域Ｈに設置され、回転軸１２ａが上下方向（Ｚ
方向）に延びる縦型の水中電動ポンプである。
【００１９】
　水中ポンプ１００は、水中ポンプ本体１と、キャブタイヤケーブル２と、ケーブル３と
、制御盤４と、犠牲陽極５と、設置部材６とを備えている。ケーブル３は、制御盤４に一
端が電気的に接続されている。犠牲陽極５は、ケーブル３の他端に電気的に接続されてい
る。なお、制御盤４は、特許請求の範囲の「電力供給部」の一例である。
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【００２０】
　水中ポンプ本体１は、排水領域Ｈの底（設置面Ｈ１）に設置され、排水領域Ｈに貯留さ
れた水を排水領域Ｈの外部に汲み上げて排出するように構成されている。水中ポンプ本体
１は、ポンプ筐体１１と、回転軸１２ａを有するモータ１２と、回転軸１２ａに取り付け
られる羽根車１３とを含んでいる。
【００２１】
　ポンプ筐体１１は、金属製である。たとえば、ポンプ筐体１１は、鋳鉄により形成され
ている。この他、ポンプ筐体１１は、ステンレス材料などにより形成することも可能であ
る。ポンプ筐体１１の内側には、モータ１２および羽根車１３が配置されている。羽根車
１３は、モータ１２により回転されることにより、ポンプ室（図示せず）内に水を取り込
むとともに、吐出口（図示せず）に向けて取り込んだ水を送るように構成されている。
【００２２】
　キャブタイヤケーブル２は、ポンプ筐体１１の接地（グラウンド）用の導線２１と、制
御盤４（三相交流電源）から水中ポンプ本体１に電力を供給するための３つの導線２２、
２３および２４（制御盤４に設けられるＵ端子、Ｖ端子およびＷ端子にそれぞれ接続され
る導線とを有している。なお、各導線は、複数本の導体（例えばすずめっき軟銅線）を絶
縁体（例えばＥＰゴム）で被覆して形成されている。また、キャブタイヤケーブル２は各
導線を束ねたものをシース（例えばクロロプレンゴム）で被覆して形成されている。キャ
ブタイヤケーブル２は、水中ポンプ本体１の上端側から、水中ポンプ本体１内に導入され
ている。キャブタイヤケーブル２の導線２１の一端は、ポンプ筐体１１に電気的に接続さ
れている。導線２１の他端は、制御盤４の後述する接地端子４１に電気的に接続されてい
る。たとえば、導線２１の他端には、制御盤４の接地端子４１に対して導線２１の他端を
接触状態で取り付けるための圧着端子などの接続端子２１ａが設けられており、導線２１
の他端は、接続端子２１ａを介して制御盤４の接地端子４１に電気的に接続されている。
なお、接地端子４１は、特許請求の範囲の「第１接地接続部」の一例である。また、キャ
ブタイヤケーブル２の４つの導線２１、２２、２３、２４の他端は圧着端子等が設けられ
ておらず、導体がむき出しの状態で制御盤４に接続されてもかまわない。
【００２３】
　上記の通り、ケーブル３の一端および他端は、それぞれ、制御盤４および犠牲陽極５に
電気的に接続されている。ケーブル３の一端は、キャブタイヤケーブル２の導線２１と同
様に、制御盤４の接地端子４１に電気的に接続されている。たとえば、ケーブル３の一端
には、制御盤４の接地端子４１に対してケーブル３の一端を接触状態で取り付けるための
圧着端子などの接続端子３１が設けられており、ケーブル３の一端は、接続端子３１を介
して、キャブタイヤケーブル２の導線２１とともに制御盤４の接地端子４１に電気的に接
続されている。したがって、ケーブル３は、制御盤４を介してポンプ筐体１１とともに接
地されている。また、ケーブル３の他端は圧着端子等が設けられておらず、導体がむき出
しの状態で制御盤４の接地端子４１に接続されてもかまわない。
【００２４】
　ケーブル３の他端には、犠牲陽極５に対してケーブル３の他端を接触状態で取り付ける
ための圧着端子などの取付端子３２が設けられている。ケーブル３の他端は、取付端子３
２に取り付けられるネジなどの固定部材Ｂ１により、犠牲陽極５に電気的に接続された状
態で取り付けられている。固定部材Ｂ１は、樹脂材料または犠牲陽極５よりも貴な金属材
料（イオン化傾向が小さい金属材料）により形成されている。
【００２５】
　制御盤４は、水面上に配置されている。制御盤４は、キャブタイヤケーブル２の導線２
２、２３および２４を介して水中ポンプ本体１に電力を供給するように構成されている。
制御盤４は、排水領域Ｈに設けられる水位検知器（図示せず）からの水位の検知信号に基
づいて、水中ポンプ本体１への電力供給をＯＮ／ＯＦＦすることにより、水中ポンプ本体
１の駆動制御を行うように構成されている。すなわち、水中ポンプ１００は、自動運転型
の水中ポンプである。
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【００２６】
　制御盤４は、水中ポンプ本体１の接地（グラウンド）のための接地端子４１を有してい
る。たとえば、接地端子４１は、接地端子４１に対して、キャブタイヤケーブル２の導線
２１の接続端子２１ａおよびケーブル３の一端の接続端子３１の両方を固定するために、
接続端子２１ａおよび接続端子３１を共締めするネジ状の固定部材Ｂ２を有している。
【００２７】
　犠牲陽極５は、ポンプ筐体１１およびケーブル３の取付端子３２よりも卑な金属材料（
イオン化傾向が大きい金属材料）により形成されている。すなわち、犠牲陽極５は、水に
接触した際に、ポンプ筐体１１よりも腐食しやすい特性を有する材料により形成されてい
る。たとえば、鋳鉄やステンレスで形成されたポンプ筐体１１に対して犠牲陽極５は、亜
鉛を含む材料により形成されている。この他、犠牲陽極５を、マグネシウムや、アルミニ
ウムを含む材料などにより形成することも可能である。犠牲陽極５は、ケーブル３の他端
に電気的に接続されることにより、キャブタイヤケーブル２の導線２１を介してポンプ筐
体１１に電気的に接続されている。
【００２８】
　犠牲陽極５は、ポンプ筐体１１よりも卑な金属材料（イオン化傾向が大きい金属材料）
により形成され、かつ、ポンプ筐体１１に電気的に接続されていることから、ポンプ筐体
１１とともに水に接触した際には、流電陽極方式により腐食するように構成されている。
すなわち、犠牲陽極５は、ポンプ筐体１１に先行して腐食することにより、ポンプ筐体１
１の腐食を抑制するように構成されている。また、例えば、犠牲陽極５は、直方体形状や
円柱形状等を有している。
【００２９】
　設置部材６は、水中ポンプ本体１から離間した状態で、犠牲陽極５を水中ポンプ本体１
の設置面Ｈ１に配置するように構成されている。設置部材６は、犠牲陽極５を下方（Ｚ２
方向）から支持するように構成されている。詳細には、設置部材６は、設置面Ｈ１に接触
状態で配置される平坦面部分６１と、設置部材６に対して犠牲陽極５を固定する固定部分
６２とを有している。設置部材６は、排水領域Ｈにおいて、水中ポンプ１００の駆動など
により排水領域Ｈに生じる流れなどによって犠牲陽極５が移動するのを抑制する機能を有
している。設置部材６は、樹脂材料または犠牲陽極５よりも貴な金属材料（イオン化傾向
が小さい金属材料）により形成されている。また、この第１実施形態においては、設置部
材６は嵌合やネジ留め等によって犠牲陽極５に取り付けられていることが望ましい。
【００３０】
（犠牲陽極の消耗状態の確認作業および交換作業）
　次に、犠牲陽極５の消耗状態の確認作業および交換作業について説明する。
【００３１】
　水中ポンプ１００を使用する場合、犠牲陽極５の消耗状態の確認作業および交換作業を
定期的に行う必要がある。これは、犠牲陽極５が消耗した場合、ポンプ筐体１１の腐食の
抑制効果が低下または失われるためである。
【００３２】
　そこで、犠牲陽極５の消耗状態の確認作業および交換作業を以下のように行う。まず、
水面上でケーブル３を把持して、ケーブル３を上方（Ｚ１方向）に引くことにより、水中
ポンプ本体１を水面上に引き上げることなく（移動させることなく）、犠牲陽極５および
設置部材６を水面上に引き上げる。そして、犠牲陽極５の消耗状態が進行している場合、
ケーブル３および設置部材６から腐食した犠牲陽極５を取り外して、ケーブル３および設
置部材６に新しい犠牲陽極５を取り付ける。そして、再び、犠牲陽極５および設置部材６
を排水領域Ｈの水中ポンプ本体１から離間した位置に配置する。
【００３３】
　（第１実施形態の効果）
　第１実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００３４】
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　第１実施形態では、上記のように、ケーブル３により犠牲陽極５とポンプ筐体１１との
電気的な接続を確保しながら、犠牲陽極５がポンプ筐体１１に直接取り付けられていない
状態で、犠牲陽極５とポンプ筐体１１とを別々に水中に配置することができる。したがっ
て、犠牲陽極５の消耗状態を確認するためにポンプ筐体１１を水面上に引き上げることな
く犠牲陽極５のケーブル３のみを引き上げればよいので、ポンプ筐体１１の腐食を抑制す
る犠牲陽極５の消耗状態を容易に確認することができる。また、水中ポンプ本体１を水面
上に引き上げることなく容易に流電陽極５を交換することもできる。
【００３５】
　また、犠牲陽極５をポンプ筐体１１に直接取り付ける必要がないので、犠牲陽極５をポ
ンプ筐体１１に直接取り付けた場合のように水中ポンプ本体１と犠牲陽極５との重量バラ
ンスを考慮する必要がなく、比較的大きな犠牲陽極５を水中に配置することができる。す
なわち、比較的長い期間に渡り使用可能な犠牲陽極５を水中に配置することができる。ま
た、犠牲陽極５をポンプ筐体１１に直接取り付ける必要がないので、取付金具などの取付
部材が不要になるとともに、水中ポンプ１００の使用時において、振動などによる取付部
材の緩み（脱落）を防止することができる。また、犠牲陽極５をポンプ筐体１１に直接取
り付ける必要がないので、水中ポンプ本体１の形状を考慮することなく、犠牲陽極５とポ
ンプ筐体１１との電気的な接続を容易に確保することができる。また、ケーブル３に犠牲
陽極５を接続することにより、犠牲陽極５がポンプ筐体１１に直接取り付けられていない
状態で、犠牲陽極５を水中ポンプ本体１が設置される設置面近傍の低い位置に配置するこ
とができる。このため、水位が低い場合でも犠牲陽極５をより確実に水に接触させること
ができるので、水位が低い場合でもポンプ筐体１１の腐食を確実に抑制することができる
。
【００３６】
　また、第１実施形態では、上記のように、ケーブル３は、制御盤４を介してポンプ筐体
１１とともに接地されている。これにより、犠牲陽極５がポンプ筐体１１に直接取り付け
られていない状態で、犠牲陽極５とポンプ筐体１１との電気的な接続を確保するために、
水中ポンプ１００が備える既存の接地のための構成を用いることができる。このため、装
置構成を複雑化させることなく、犠牲陽極５とポンプ筐体１１との電気的な接続を確保す
ることができる。
【００３７】
　また、第１実施形態では、上記のように、制御盤４は、接地のための接地端子４１を有
し、水中ポンプ本体１の駆動制御を行い、ケーブル３の一端は、接地端子４１に電気的に
接続されている。これにより、水中ポンプ１００が備える構成である制御盤４を介して、
犠牲陽極５とポンプ筐体１１との電気的な接続を確保することができる。すなわち、特別
な専用の構成を別途設けることなく、犠牲陽極５とポンプ筐体１１との電気的な接続を確
保することができる。
【００３８】
　また、第１実施形態では、上記のように、水中ポンプ本体１から離間した状態で、犠牲
陽極５を水中ポンプ本体１の設置面に配置する設置部材６をさらに備える。これにより、
設置部材６によって、犠牲陽極５が水中で移動して水中ポンプ本体１に接触（近接）する
のを抑制することができるので、犠牲陽極５が水中ポンプ本体１に接触（近接）して、水
中ポンプ本体１の水の吸込みを阻害するのを抑制したり、水流等により脱落したりケーブ
ル３が断線することを抑制することができる。
【００３９】
［第２実施形態］
　図２を参照して、第２実施形態について説明する。この第２実施形態では、水中ポンプ
１００が制御盤４を備える上記第１実施形態とは異なり、水中ポンプ２００が制御盤を備
えない例について説明する。なお、図中において、上記第１実施形態と同様の構成の部分
には、同一の符号を付している。
【００４０】
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　図２に示すように、第２実施形態の水中ポンプ２００は、上記第１実施形態において説
明した制御盤４を備えていない。水中ポンプ２００は、上記第１実施形態において説明し
た制御盤４に代えて、電源プラグ差込部２０４を介して電力が供給されるように構成され
ている。また、水中ポンプ２００は、キャブタイヤケーブル２０２を備えている。キャブ
タイヤケーブル２０２は、導線２１と、電源プラグ差込部２０４（単相交流電源）から水
中ポンプ本体１に電力を供給するための２つの導線２２２および２２３とを有している。
【００４１】
　キャブタイヤケーブル２０２の導線２１およびケーブル３の一端（犠牲陽極５側の端部
とは逆側の端部）は、共に、水面上に配置される水中ポンプ本体１の電源プラグ１ａが差
し込まれる電源プラグ差込部２０４に設けられる接地端子２４１に電気的に接続されてい
る。なお、接地端子２４１は、特許請求の範囲の「第２接地接続部」の一例である。
【００４２】
　第２実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００４３】
　（第２実施形態の効果）
　第２実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００４４】
　第２実施形態では、上記のように、ケーブル３の一端は、水面上に配置される水中ポン
プ本体１の電源プラグ１ａが差し込まれる電源プラグ差込部２０４に設けられる接地端子
２４１に電気的に接続されている。これにより、一般的に多用されている電源プラグ差込
部２０４を用いて、犠牲陽極５とポンプ筐体１１との電気的な接続を確保することができ
る。したがって、種々の場所において、犠牲陽極５とポンプ筐体１１との電気的な接続を
確保することができる。
【００４５】
　第２実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【００４６】
［変形例］
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更（
変形例）が含まれる。
【００４７】
　たとえば、上記第１および第２実施形態では、単一の犠牲陽極に対して、単一の水中ポ
ンプ本体のポンプ筐体を電気的に接続した例を示したが、本発明はこれに限らない。本発
明では、図３に示す第１実施形態の第１変形例に示す水中ポンプ３００のように、単一の
犠牲陽極５に対して、複数の水中ポンプ本体１のポンプ筐体１１を電気的に接続してもよ
い。これにより、複数の水中ポンプ本体１に対して、犠牲陽極５を共用化できるので、複
数の水中ポンプ本体１のそれぞれに犠牲陽極５を設ける場合と比較して、装置構成を簡素
化することができる。
【００４８】
　また、上記第１および第２実施形態では、単一の水中ポンプ本体のポンプ筐体に対して
、単一の犠牲陽極を電気的に接続した例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明で
は、図４に示す第１実施形態の第２変形例に示す水中ポンプ４００のように、単一の水中
ポンプ本体１のポンプ筐体１１に対して、複数の犠牲陽極５を電気的に接続してもよい。
【００４９】
　また、上記第１および第２実施形態では、設置部材により犠牲陽極を下方から支持する
ように構成した例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、図５に示す第１実
施形態の第３変形例に示す水中ポンプ５００のように、設置部材５０６により犠牲陽極５
を下方および側方から支持するように構成してもよい。詳細には、設置部材５０６は、上
下方向に延びる筒形状に形成されている。設置部材５０６の上端は、水面上に配置されて
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置部材５０６の下端近傍には、設置部材５０６の内部に水を導入するための貫通穴５０６
ｂ（横穴）が設けられている。設置部材５０６は、水中ポンプ本体１から離間した位置に
配置されている。
【００５０】
　また、上記第１および第２実施形態では、水中ポンプから離間した位置に犠牲陽極を設
けた例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、図６に示す第１実施形態の第
４変形例に示す水中ポンプ６００のように、着脱ベンドを介して設置面Ｈ１に設置した水
中ポンプ６００に犠牲陽極５を設けてもよい。詳細には、水中ポンプ６００は、水中ポン
プ６００の昇降をガイドするガイドパイプとしての機能を有する設置部材６０６を備えて
いる。犠牲陽極５は、水面上の設置部材６０６の上端に設けられた開口部から設置部材６
０６の内側に導入され、設置面Ｈ１近傍に配置されている。なお、設置部材６０６のガイ
ドパイプ部分には、何箇所かガイドパイプ内に導水するための導水穴６０６ａが設けられ
ており、この導水穴６０６ａによってガイドパイプ内に排水領域Ｈ内の水を導入し、犠牲
電極５を水に接触させることができる。
【００５１】
　また、上記第１および第２実施形態では、ケーブルを用いて、接地用の導線に犠牲陽極
を電気的に接続した例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、ケーブルを用
いて、電力供給用の導線に犠牲陽極を電気的に接続してもよい。
【００５２】
　また、上記第１および第２実施形態では、設置部材を用いて犠牲陽極を排水領域に設置
した例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、設置部材を用いることなく犠
牲陽極を排水領域に設置してもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１　水中ポンプ本体
　１ａ　電源プラグ
　３　ケーブル
　４　制御盤（電力供給部）
　５　犠牲陽極
　６、５０６、６０６　設置部材
　１１　ポンプ筐体
　４１　接地端子（第１接地接続部）
　１００、２００、３００、４００、５００、６００　水中ポンプ
　２０４　電源プラグ差込部
　２４１　接地端子（第２接地接続部）
　Ｈ１　設置面
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